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≪博士論文要旨および審査報告≫
ヤンコヴィッチ・スネジャナ
日本語の「と・たら・なら・ば」が
表す時間，原因・理由と条件の意味
――セルビア語との対照の観点から
――学位請求論文――
 論文要旨 ヤンコヴィッチ・スネジャナ
本論文では，日本語の「と・たら・なら・ば」が表す意味を仮定性（hypotheti-
cality）の観点から眺め，セルビア語との対照を通じて，考察・分析した。本研
究の主要な課題は，セルビア語と日本語という類型的に異なる言語の対照を行う
ことにより，「と・たら・なら・ば」の様々な仮定的な意味と非条件的な意味を
分析し，整理することである。
セルビア語の「条件」とは，必ず仮定的な事柄を表し，仮定性の観点からレア
ルな条件，ポテンシャルな条件と非レアルな条件に分けられている。これに対し
て，日本語の「条件」は，仮定的な事柄だけではなく，時間，原因・理由などの
非仮定的な事柄も表すカテゴリーである。さらに，セルビア語と違って，仮定条
件における「と・たら・なら・ば」の使用規則は明確ではない。それゆえ，セル
ビア語を母語とする学習者にとって，日本語の条件構文は習得困難な項目である。
又，以下の文を
（１） 雨が降れば，試合を中止する。
雨が降ったら，試合を中止する。
雨が降るなら，試合を中止する。
セルビア語に訳すと，次のようになる。
Ako接続詞 bude padala kiša第二未来形, otkazac´emo未来形 utakmicu.
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以上のように，「降れば」，「降ったら」，「降るなら」の意味をセルビア語に訳
すと同一であるため，セルビア語母語話者の学習者は「ば・たら・なら」の区別
も習得困難である。
本論文の研究課題は，以下の三点である。
１．Comrie（１９８６）が定めた条件のパラメータは，セルビア語と日本語の条
件構文においてどのような役割をはたしているのか。日本語の条件構文を
考察するにあたって，このようなパラメータは十分であるのか。
２．「と・たら・なら・ば」は，どの場合にどのような非条件的な意味を表し
ているのか。時間文，原因・理由文との関係はどうなっているのか。
３．「と・たら・なら・ば」はどのような仮定的な意味を表すことができるの
か。仮定的な用法における四形式の使用傾向と特徴を探る。
研究方法において，日本語の文学作品から時間的な意味，原因・理由の非条件
的な意味及び仮定的な意味を持つ「と・たら・なら・ば」の例を取り，日本語と
セルビア語の対訳からその対応関係を分析した。
本論文の構成は次の通りである。
まえがきでは，研究のきっかけとなった問題点を明らかにし，研究目的と研究
方法を述べた。
第１章では，日本語の「と・たら・なら・ば」のさまざまな意味と用法に関す
る先行研究を概観した。
第２章では，Comrieが定めたパラメータに基づいて日本語とセルビア語の条
件構文を対照し，考察した。日本語の条件構文を分析する際に，Comrieが定め
たパラメータは通用するのか，それに加えなければならない基準があるのか，を
検討した。
第３章では「と・たら・なら・ば」が表す非条件的な意味を探って，どの条件
形がどの場合に非条件的な意味を表すことができるのかを調べた。特に時間と原
因・理由の意味に焦点を当てた。また，時間文，原因・理由文との関係を考察し，
セルビア語の時間文，原因・理由文との共通点と相違点を探った。
第４章では，「と・たら・なら・ば」が表す仮定的な意味を分析した。セルビ
ア語のレアルな条件，ポテンシャルな条件，非レアルな条件と対照し，「と・た
ら・なら・ば」はどんな条件の種類を表すことができるのかを調べた。さらに，
各条件の種類ごとの「と・たら・なら・ば」の用法を従属節のモダリティ，主節
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のモダリティ，従属節と主節の関係という三つの観点から分析した。
第５章では，第２章，第３章と第４章で得られた結果について考察を行った。
第６章では，本研究から得られた新たな知見をまとめ，今後の研究課題につい
て述べた。
本研究の結果は，次の通りである。
研究課題１：Comrie（１９８６）が定めたパラメータの中にある仮定の度合い，
基準時，条件のマーカーは，日本語では必ずしも文法化されているわけではない
ことが判明した。そのため，日本語の条件形の使用を分析する際に，新しいパラ
メータとして，（１）従属節のモダリティ，（２）条件形の使用によく制限を与え
る条件構文の主節のモダリティと（３）従属節と主節の事柄的な関係を導入し考
察を行った。こうすることによって，日本語の「と・たら・なら・ば」の意味と
用法を，総括的に「構文」のレベルから分析することが出来た。
研究課題２：既定の事柄，予定的な事柄，そして一般的に行われる事柄を表す
「と・たら・なら・ば」は，セルビア語の時間文か原因・理由文，または，時間
的な副詞節に対応していることが分かった。さらに，「と・たら・ば」の時間を
表す文の中では，従属節と主節の事柄が実現される時間関係の観点から，その意
味には次のような種類が見られる。（１）主節の動作が従属節の動作の前に実現
する Anterior関係，（２）従属節の動作が実現した後，あるいは，実現し始めた
後に主節の動作が実現する Posterior関係，（３）両節の動作が同時に実現する Si-
multaneous関係，（４）主節の動作と従属節の動作が規則的に一緒に行われてい
る General関係の四種類である。
既定の事柄における時間的関係の種類には，「と」が最も多く対応しているこ
とが判明した。原因・理由文の場合も最も多く用いられたのは，「と」であるが，
「たら」も高い割合で使われていた。
予定的な事柄においては，セルビア語の Posterior関係に最も対応している形
式は，「たら」であるが，「ば」も「と」もよく使用されていた。つまり，仮定的
な意味領域に接近する事柄を表すには，「と・たら・ば」などの条件形も高い使
用率で用いられる。
一般的な事柄の場合は，セルビア語の Posterior時間文に最もよく対応するの
は「と」であるが，Simultaneous時間文でも，「と」以外の形式は対応しないこ
とが明らかになった。General時間文についても，最も対応しているのは「と」
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であり，その次が「ば」である。原因・理由文の場合も，「と」の使用率が最も
高く，「ば」がその次に多く使用されていた。
「なら」には，時間的な意味よりも原因・理由の意味を表す傾向が見られた。
研究課題３：仮定的な意味としての条件表現については，セルビア語のレアル
な条件，ポテンシャルな条件と非レアルな条件と対照した。
セルビア語のレアルな条件を日本語で表す時はいずれの条件形「と・たら・な
ら・ば」も使用できるが，傾向として，レアルな未来の条件には「ば・たら」，
レアルな現在の条件には「なら」が使用される。
ポテンシャルな条件の場合は，最も多く使用された条件形は，「たら」と「ば」
であった。
非レアルな条件において特徴的なのは，「と」が使用できないことである。
非レアルな現在の条件として最も多く用いられた条件形は，「なら」であった。
非レアルな過去の条件として最も多く使用されたのは，「たら」で，その次は
「ば」であった。
今後残された課題として，日本語の条件のマーカーの整理，使用率，そして各
条件形との関連を分析することが挙げられる。そのほかに，セルビア語以外のス
ラブ語系の言語と日本語との対照を行うことによって，非条件的な意味と条件的
な意味のより幅広い対照研究が出来，スラブ語族言語話者の学習者にとって日本
語習得の重要な手がかりが見出されることになろう。
 審査報告
（主査） 専修大学文学部 教 授 鈴木 泰
（副査） 専修大学文学部 教 授 王 伸子
（副査） 専修大学文学部 准 教 授 高橋 雄一
（副査） 東京大学 名誉教授 柴 宜弘
セルビア語の「条件」が必ず仮定的な事柄を表すのに対して，日本語の「条件」
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は，仮定的な事柄だけではなく，時間，原因・理由などの非仮定的な事柄も表す
カテゴリーである。さらに，セルビア語の形式と違って，仮定条件における「と
・たら・なら・ば」の使用規則は明確ではない。それゆえ，セルビア語を母語と
する学習者にとって，日本語の条件構文は習得困難な項目である。そうしたなか
で，本研究は，日本語の「と・たら・なら・ば」の非条件的な意味と仮定的な意
味をセルビア語との対照を通じて多角的に分析したものである。その結果，日本
語の「と・たら・なら・ば」の非条件的な意味と仮定的な意味との区別がより明
らかになった。この分析によって日本語の代表的な四つの条件形の使用が，仮定
性最少の事柄から仮定性最大の事柄にまで分布することが明確になり，さらにそ
れぞれの条件形が時間性，因果性，仮定性という要素をどれだけ含んでいるかと
いう点から，その性格と特徴もより明らかになっている。
本論文の構成は次の通りである。
序章では，研究のきっかけとなった問題点を明らかにし，研究目的と研究方法
が述べられている。
第１章では，日本語の「と・たら・なら・ば」のさまざまな意味と用法に関す
る先行研究を概観しているが，そのとらえ方はいずれも的確である。
第２章では，Comrieが定めたパラメータに基づいて日本語とセルビア語の条
件構文を対照し，日本語の条件構文を分析する際に，Comrieが定めたパラメー
タは通用するのか，それに加えなければならない基準があるのかが検討されてい
る。
第３章では「と・たら・なら・ば」が表す非条件的な意味を，時間と原因・理
由の意味に焦点を当てて探り，どの条件形がどの場合に非条件的な意味を表すこ
とができるのか丹念に調査している。そして，セルビア語の時間文，原因・理由
文との関係を考察し，セルビア語との共通点と相違点を探っている。
第４章では，「と・たら・なら・ば」が表す仮定的な意味を分析し，セルビア
語のレアルな条件，ポテンシャルな条件，非レアルな条件と対照し，「と・たら
・なら・ば」はどんな条件の種類を表すことができるのかを調査している。さら
に，各条件の種類ごとの「と・たら・なら・ば」の用法を従属節のモダリティ，
主節のモダリティ，従属節と主節の関係という３つの観点から分析している。
第５章では，第２章，第３章と第４章で得られた結果について考察を行ってい
る。
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第６章では，本研究から得られた新たな知見をまとめ，今後の研究課題につい
て述べている。
以上の各章によって本研究の課題が提示されるとともに，以下の結果が導き出
されている。まず，本論文の研究課題は，以下の３点であるとされる。
１．Comrieが定めた条件のパラメータは，セルビア語と日本語の条件構文に
おいてどのような役割をはたしているのか。日本語の条件構文を考察する
にあたって，このようなパラメータで十分であるのか。
２．「と・たら・なら・ば」は，どの場合にどのような非条件的な意味を表し
ているのか。時間文，原因・理由文との関係はどうなっているのか。
３．「と・たら・なら・ば」はどのような仮定的な意味を表すことができるの
か。仮定的な用法における４形式の使用傾向と特徴はどのような点にある
か。
この３点に関して，日本語の文学作品から時間的な意味，原因・理由の非条件
的な意味および仮定的な意味を持つ「と・たら・なら・ば」の例を多数取りだし，
セルビア語の対訳と対照し，その対応関係を分析した結果は，次の通りである。
研究課題１：まず，Comrieが定めたパラメータの中にある仮定の度合い，基
準時，条件のマーカーは，日本語では必ずしも文法化されているわけではないこ
とが明らかにされる。そのため，日本語の条件形の使用を分析する際に，新しい
パラメータとして，（１）従属節のモダリティ，（２）条件形の使用によく制限を
与える条件構文の主節のモダリティと（３）従属節と主節の事柄的な関係という
３つの観点が導入される。これによって，日本語の「と・たら・なら・ば」の意
味と用法が総括的に「構文」のレベルから分析され，次のような興味ある結果が
導きだされている。
（１）従属節のモダリティの観点からは，日本語の仮定条件の従属節は主に話
者か主体の条件の成立可能性に対する判断が表されている文で，それに最も多く
使用された条件形は「ば」と「たら」であった。（２）主節のモダリティに関し
ては，日本語の殆どの仮定条件で万遍なく見出される平叙文を別にすれば，非レ
アルな過去の条件において最も多かったのは判断文で，それに最も多く使用され
た条件形は「ば」と「なら」であった。ここで注目すべき点は，レアルな現在の
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条件と非レアルな現在の条件の場合は「なら」が最も多く使用されたことである。
（３）従属節と主節の事柄的な関係については，どの条件においても最も多く見
られたのは，原因・理由関係で，それに最も多く用いられた条件形は「たら」と
「ば」であった。
研究課題２：既定の事柄，予定的な事柄，そして一般的に行われる事柄を表す
「と・たら・なら・ば」は，セルビア語の時間文，原因・理由文，または，時間
的な副詞節に対応していることが明らかにされる。さらに，「と・たら・ば」の
時間を表す文において，従属節と主節の事柄が実現される時間関係は，セルビア
語の時間文の次の４つのタイプに該当するとする。それは，（１）主節の動作が
従属節の動作の前に実現する Anterior関係，（２）従属節の動作が実現した後，
あるいは，実現し始めた後に主節の動作が実現する Posterior関係，（３）両節の
動作が同時に実現する Simultaneous関係，（４）主節の動作と従属節の動作が規
則的に一緒に行われている General関係の４種類である。
その結果，既定の事柄における時間的関係の種類には，「と」が最も多く対応
していることが明らかにされた。また，原因・理由文の場合に最も多く用いられ
たのは，「と」であるが，「たら」も高い割合で使われていることも明確になった。
予定的な事柄において，セルビア語の Posterior関係に最もよく対応している
形式は，「たら」であるが，「ば」も「と」もよく使用されていることから，仮定
的な意味領域に接近する事柄を表すには，「と・たら・ば」などの条件形も高い
使用率で用いられることが明らかになった。
一般的な事柄の場合は，セルビア語の Posterior時間文に最もよく対応するの
は「と」であるが，Simultaneous時間文でも，「と」以外の形式は対応しないこ
とが明らかになった。General時間文についても，最も対応しているのは「と」
であり，その次が「ば」であり，原因・理由文の場合も，「と」の使用率が最も
高く，「ば」がその次に多く使用されることが明らかにされた。
「なら」には，時間的な意味よりも原因・理由の意味を表す傾向が見られたこ
とも，新しい知見である。
研究課題３：仮定的な意味としての条件表現については，セルビア語のレアル
な条件，ポテンシャルな条件と非レアルな条件と対照する。
その結果，セルビア語のレアルな条件を日本語で表す時はいずれの条件形「と
・たら・なら・ば」も使用できるが，傾向として，レアルな未来の条件には「ば
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・たら」，レアルな現在の条件には「なら」が使用されることが明らかにされる。
ポテンシャルな条件の場合は，最も多く使用された条件形は，「たら」と「ば」
であること，非レアルな条件において特徴的なのは，「と」が使用できないこと，
非レアルな現在の条件として最も多く用いられた条件形は，「なら」であること，
および非レアルな過去の条件として最も多く使用されたのは，「たら」で，その
次は「ば」であることも明らかにされた。なお，この研究の過程で，セルビア語
の仮定条件におけるレアルな条件，ポテンシャルな条件，非レアルな条件の区別
が日本語で通常行われている確定，仮定という区別と異なっていることが明らか
になったのは大きな収穫である。同時に，日本語では明確に表現されていない仮
定条件のテンスの区別が明らかになったことも新たな収穫である。また，仮定条
件文においても非条件文においても，「なら」は現在の出来事を表すのに用いら
れることが多く，「たら」は過去の出来事に用いられることが多いという指摘は，
日本語の各条件形の性質の違いを考えるのに大きな手がかりをあたえるものとし
て，大変に貴重である。
本研究によって得られた，日本語とセルビア語の共通点と相違点についての知
見は日本語の条件表現の教育法に生かされることが期待される。ここで得られた
知見によって，非条件的な意味においても，仮定的な意味においても日本語とセ
ルビア語を対照させながら日本語の条件表現をより明確に，分かりやすく教える
ことが出来るようになるはずである。
以上の評価によって，本論文は，博士（文学）の学位を授与するに値する内容
を有している論文であると判断される。
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一、氏 名 ・ 本 籍 ヤンコビッチ・スネジャナ（セルビア）
二、学 位 の 種 類 博士（文学）
三、学 位 記 番 号 文乙第十号
四、学位授与の条件 学位規則第四条第二項該当
五、学位授与の年月日 平成二十四年三月二十八日
六、学 位 論 文 題 目 日本語の「と・たら・なら・ば」が表す時間，原因・
理由と条件の意味――セルビア語との対照の観点から
七、審 査 委 員 主査 専修大学文学部 教 授 鈴木 泰
副査 専修大学文学部 教 授 王 伸子
副査 専修大学文学部 准 教 授 高橋 雄一
副査 東京大学 名誉教授 柴 宜弘
